
操作活動による算数的な表現力を重視した算数指導

～数の見方を豊かにすることを目指して～

土岐哲也

本稿は数の見方を豊かにすることを目指し．操作活動による算数的な表現力を重視した指導の実践例とし

て1年生の「ひき算」を取り上げ，成果と課題について検討したものである。

1年生の算数では，「数の見方を豊かにすること」「しっかりとイメージをもつこと」 「自分の考えを説明でき

ること」を大切にすることにした。そのために，①操作活動による算数的表現②3つの学びの場を設定するこ

とを大切にし授業を行った。その結果主体的な算数的活動を促し，数について思考を深め，数の不思議さや

おもしろさに気づく姿が見られた。さらに，操作活動を取り入れ考えを説明させることで，他者の考えにふれ

交流することもでき学びの質の高まりも見ることができた。しかし，思考の過程を文字にして残していくこ

とや，実生活の中から学習課題を見つけ出すことが課題として残った。

キーワー ド：数の見方を豊かにする，算数的表現力， 3つの学びの場学習課題

1 . 目指すものと操作活動による算数的表現力

1 . 1 . 低学年の算数科で目指すもの

低学年の算数科では，次の 3点を大切にした

し'o
・数の見方を豊かにする。

・課題に対して， しつかりとイメージが

もてる。

• 自分の考えを説明できる。

算数科の学力の中心は，数学的な思考力であ

ると考えている。低学年ではその数学的な思

考力の基になる数を多様な視点から見られるよ

うにしたい。そして，数のおもしろさや不思議

さを感じさせたい。

課題に対してしつかりとイメージをもてると

いうことは，機械的に数字だけを操作すること

に終始せず，数字の向こうに具体物がイメージ

できるという ことである。そのことが，多様な

数の見方ができることにつながると考える。

自分の考えを説明できるということは自分

の考えをよりよいものにするために必要なこと

である。 子どもたち個々の考えを説明し合うこ

とで自分になかった考えを取り入れたり自

分の考えを広げたりすることができる。また．

自分と違うところは何なのが同じところはど

こなのか．他の場合ではどうなるのかなど論

理的に考えられ、数の見方が豊かになる c

1 . 2. 操作活動による算数的表現力

課題に対してしつかりとしたイメージをもつこ

とや自分の考えを説明するためには具体物

を操作する活動が大切である c 操作することで

具体的なものの動きがわかりイメージしやすく

なるし，より確かなものにすることができる。

また，低学年は， 自分の考えを説明するにも言

葉足らずになるのが当然である。そこで，具体

物を操作しての説明が必要となる。具体物を操

作することで，説明する側の言葉足らずな部分

を補えるし，説明を聞いている子どもたちにと

ってもイメージしやすくなり考えが伝わりやす

くなる。

イメージしやすくなるということは自分の考えと

他者との考えが比較しやすくなるということであり，

「ずれ」に気づきやすくなるということである。その

結果自分の考えを修正したり，自分の考えに付け加

えたりすることで，自己を高めることができる。

さらに，気づいた「ずれ」を基に子ども同士

が意見をつなげ「子どもがつなげる算数の授業」

になっていくと考える。そういう姿を「学びの

質の高まり」と捉えることにする。

2. 操作活動が活きる 3つの学びの場

操作活動による算数的表現力を育てることで

数の見方が豊かになることを検証するために，

問題解決型の学習を取り入れ｀次のような 3つ

の学びの場を設定した。

①問題場面を把握する場

問題を解決するには 先`ず問題を理解し，解決

への見通しをもつことが必要になる。その際，問

題文をブロックなどの半具体物に置き換え解決へ

のイメージをもてているかどうかをみとる。

②自力解決の場

算数的な操作を通して自分なりの解決方法を見

つける場であなどのように数図プロックなどの
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半具体物を操作したり簡単な図で表したりし
たのかをみとる。念頭操作した子については，
どのように解決したのか説明させるようにする。
③自分の考えを伝え合う場

自分が考えた解決方法を他者と伝え合う場であ
る。他者の考えと自分の考えを比較し深め合った
り，自分だけでは見つけられなかった新しい考え
を共有し合ったりすることができる場である。こ
こで 他者の発表を聞きどのように考えたのか
理解しなければならない。また，その他者もわか
りやすく説明することが必要となる。そのために
操作活動を取り入れた算数的な表現ができている
かどうかをみとる。

また， 他者の考えを聞き，よりよい考えを自分
のものにするためには，どれがよりよい考えなの
か判断・ 選択することが必要である。算数におけ
る「よさ」とは，簡単 ・速い ・正確である。しか
し，これ以外にも「この考え方は今の問題だから
うまくいったのか，いつでも使える方法なのか」
という活用場面が広いのかどうかの検討も必要で
ある。どこがだめなのか，発想のよさ等を認めつ
つも指摘できたかどうかをみとる。
以上， 3つの学びの場におけるみとりによっ

て，数の見方が豊かになってきたか，また学びの
質は高まったのかを明らかにしていく。
課題に向かう対話を深めるため，操作活動に

よる算数的な表現力を育むための手だてとして
・身近な ことであり，かつ思考のずれが期待で
きるような課題を工夫すること。

• 自分の考えを伝え合う場では，ペア学習も取
り入れる。

・授業中の発言に着目する。発言の中で「00
くんのとちがう。」「00さんと同じだ」「こ
んなときはどうなるの」など，自分の考えと
他者の考えを比べる発言や，課題から新しい
発見をしたときや疑問が生まれたとき評価す
るようにする。

・半具体物（数図ブロック等）をいつでも使え
るようにつねに手元に置くようにする。

の4つに留意し，研究を進めた。

3. 授業の実際

3. 1 . 『ひき算 (2)』の単元について

子どもたちは今までに 1位数同士の引き算に
ついて学習してきており，引き算の意味につい
ては理解している。本単元では，繰り下がりの
あるひき算を学習する。ひかれる数が 10を越
えた場合どのように計算すればよいのかとい
うことが問題となる c

ひかれる数の 1の位がひく数よりも大きい場
合， 1の位だけの計算で済むので既習事項の計
算方法がそのまま活用できる。 問題となるのは，
ひかれる数の 1の位がひく数よりも小さく ．繰
り下がりのある計算の場合である。

答えだけを求めるのであれば 1 4 -Sの場
合. 1 4から順に指を折りながら「 13. 1 2. 
1 1 . ・ ・ ・ ・」と数えていけば答えが「 6」
であることはわかる。しかし，ここでは 10を
ひとかたまりにして，それを使って計算する方
法に気付かせたい。

その方法として「減加法」「減々法」がある。
どちらの方法も，子どもたちが自由に考えた中
から生まれてくるようにしたい。いずれの方法
でも，納得して使えることが大切であるが， 1 
2-9のような計算であれば 減加法， 1 2 -
3のような計算であれば減々法というように，
使い分けられるようにしたい。

さらに，ひき算のきまりについても学習する。
ひき算のきまりとしては，次の 3つがある。
①ひく数が同じとき，ひかれる数が口増える（減

る）と，答えも口増える（減る）。
②ひかれる数が同じとき，ひく数が口増える（減

る）と，答えは口減る（増える）。
③ひかれる数とひく数を同じ数ずつ増やして

（減らして）も，答えは同じ。
これらのきまりを学習するのであるが，きま

りを理解することより，きまりを見つけ出す過
程を大切にしたい。カードをならべる操作活動
を通してきまりに気付くことで数の見方が豊
かになると考える。

3. 2. 『ひき算のひみつ』の授業

ここで単元『ひき算 (2)』のまとめとして
おこなった，「ひき算のひみつ」の授業を振り返
ってみる。

T 先生から君たち

ロローロ＝ロ に挑戦です。こ

の問題が解ける か
（図1 虫食い算） な。（図 1を掲 示す

る）

T 1 ~9のカードを使います。

どのカードでもいいから口にカードを入れ
て．正しい式にしてくださいc

lや2のカードは 1枚しかないから 1回し
か使えませんc

C できないよ。

できる．できる。

子どもたちは，試行鉗誤しながら 9枚のカード
を口の中に入れていく。そのうち，「できた。」と
いう声が聞こえてきた。何人かできた子が現れて
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きたところで作業を止め，子どもが書いた式

を画用紙を黒板に貼りだし。それは，図 2のよ

うなものだった。

m□―回＝国

□回ー回＝回

口 図—回＝回

（図2子どもの式）

C すごい。

C 同じ所がある。

C 3つとも初めは

1になっている。

c そうかわかっ

た。初めの数字

は絶対 lが入る

んだ。

T どうして？

C 初めに 2が入る

と，あとの口（減

数）が 10でも答えは口が2つになってし

まう。

c そうか，あとの口（減数）が 1つしかない

から絶対（初めの口に） 1しか入らないん

だ。

T 初めの口には， 1しか入らないんだね。（初

めの口に「 1」と書きこむ。）

c じやあ，答えも 1とか 2は入らないよ。

c そうか，わかた，わかった。

C 1はもう使えないし，一番大きな 9を引い

ても答えは 2にはならないんだ。

T すごいね。

T まだまだ，式ができそう？あと 5分でた

くさん考えてみて。

T (5分後）た くさん見つけられたかな？

どんな式を見つけた？黒板に貼りに来て。

でも，同じ式は貼ってはいけませんよ。

C バラバラでわからないなぁ。

c ぼくの式は，もう貼られているのかどうか

わかりにくいよ。

T どうする？

C 並びかえようよ。

12-3=9 

12-4=8 

12-5=7 

13-4=9 

13-5=8 

13-6=7 

（図 3 子どもが並びかえた式；一部省略）

C どんなに考えて並べたかわかる。

C 前の数字（被減数）が同じものを縦に並べ

たんだ。

C 横に見ると前の数字（被減数）が 1ずつ増

えていっているよ。

C うしろの数字（減数）も縦に見ると 1ずつ

増えているよ。

c 私は別の並べかたをした。

T どんなに並べたの？

C (黒板の所に来て，図 4の用に並べた。）

12-3=9 

13-4=8 

12-4=9 

13-5=8 

（図3 子どもが並びかえた式 ；一部省略）

c これもどんなに並べたかわかるよ。

C 前の数字（被滅数）が同じものを横に並べ

たんだ。

C やっぱりうしろの数（減数）が 1ずつ増え

ているよ。

(2時間 目）

T きれいに並べられたね。

これを見て何か気づく ことはないかな？

c さかさまの階段になっている。

C カードの数がだんだん減っていっている。

c 縦に見ると， 前の数（被減数）が同じ。

c 縦に見ても横に見てもあとの数（減数）が

lずつ増えている。

C 横に見ると，答えは全部同じだよ。

c 答えは，縦に見ると 1ずつ減っているよ。

C わかった。あとの数が 1ずつ増えると，答

えは 1ずつ減っていくんだ。

子どもの発見をまとめて，授業を終えた。

4. 授業の考察

課題に向かう対話を深めるために，次の 2点

について工夫した。

第 1に，学習課題を工夫するようにした。ゲ

ーム ・クイズ的な要素を取り入れた課題，「あ

れ，おかしいぞ。」「どうしてそうなるのだろう。」

「どうしたらいいのだろう。」と思えるような

課題，操作活動を必要とするような課題を設定

するようにした。例えば，今回の授業では「虫

食いひき算」や，虫食いひき算が成立する式を

書いた「カードの並びかえ」である。

「虫食いひき算」はクイズ的な要素がある

ため、子どもたちは意欲的に取り組んだ。その

時， 1~9までのカードをならべるという操作

活動をしなが ら，試行緒誤を繰り返し ，あては

まる数字を見つける 良い方法はないのかという

問題が生じた。それを解決する糸口が，被滅数

の十の位が 1であるということである。ここで

も， 「どうして，ひかれる数の十の位が 1にな

るのだろう e」という問題も生じうまく問題解

決できた。そうなる と， 12-3=9, 12-

4=8・ ・ ・ というふうに順に数字を入れてい

けばよいことに気づく子もたくさんいた。
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「カードの並びかえ」では乱雑にならべら
れていると自分の書いた式は発表されている
のかそうでないのか，すぐにはわからない。「ど
うしたらわかりやすくなるのだろう」という問
題が生じ，カー ドを一定の規則に沿って並びか
えるということで問題解決できた。またどう
規則性を捉えるかによって並びかえる方法が
ちがってきて「ずれ」が生じた。

第 2に「友だちにわかるようにおしえてあげ
よう」「友だちはどんなに考えたのか推理しよ
う」ということを常に子どもたちに意識させる
ようにしてきた。わかるように教えるためには，
課題を自分なりに良く考えなければできない
し，友だちの考えを推理することによって，課
題に対する違った見方を理解できると考えたか
らである。本実践においても，「00ちゃんの
考えがわかる。」といった声や，「なるほどな。」
という声が聞かれた。これらの言葉は，課題に
対する他者の考え方が理解できたときに出る言
葉であり，自分の考えと比較しながら聞いてい
たとみることができる。

以上 2点についてこれらのことが，学習課題
を自己の課題にするために有効だったのではな
いかと考えている。

学習場面毎に見てみると，虫食いひき算（ロ
ローロ＝口）の口に当てはまる数字を考えさせ
る場面では，子どもたちは初め被減数の十の位
に2や 3をいれていた。しかし，式を書いたカ
ードを並べるという操作活動から，減数が 1桁
でかつ答えも 1桁になっていることに気づき，
被減数の十の位には 1しか入らないことに気づ
いた子が出てきた。子どもたちの思考の交流で，
被減数の十の位には 1しか入らないとことを理
解した。さらに，答えには 3以上の数字が入る
ことも，「 1のカードを使ったから」という理
由だけではなく，被減数と滅数との関係から気
づいた。それをきっかけにどんどん虫食いひき
算が成立する式をみつけていくことができた。

また，虫食いひき算が成立した式をわかりや
すく並べ替える操作活動の場面では、「どんな
に並べたのかわかる。」という言葉から，他者
の操作活動からその思考を読み取り理解する姿
も見られた。

さらに並べ替えるという操作活動が．被減
数が一定のとき，減数が 1ずつ増えれば答えは
lずつ滅っていくことや，減数が一定で被滅数
が 1ずつ増えれば答えが 1ずつ増えることに気
づくことにつながった。

今回の実践では虫食い算という子どもたち
にとって少し難しそうでいて糸口が見つかると
どんどん見つけていけるという課題設定が良か

ったと考えている。少し難しそうだが解けそう
な問題が，子どもたちの学習意欲を奮い立たせ
たようである。また，どの子も虫食い算にあて
はまる式を見つけられたので，式を書いたカー
ドを並びかえる活動のとき自分の考えと友だ
ちの考えを比較しながら学習できたようであ
る。その結果関数的な見方の基礎が養え，数
の見方を豊かになった考えられる。すなわち学
びの質の高まりが見られと言えるであろう。

5. 成果と課題

1年生の子どもたちに操作活動を行うこと
によって自分の考えを構築したり，自分の考え
を伝えたりできる力をつけさせたいと考え研究
を進めてきた。そうすることで学習課題がイメ
ージしやすくなり，気付きや発見がしやすくな
るとともに， 自分の考えを友だちに伝えるとき
には，言葉足らずな部分を補うことができる。
また，友だちの考えがわかりやすくなるという
ことは，協同的な学びを創る土台になると考え
た。

その成果としては日々の授業の中で自然に
課題を図で表したり，操作しながら説明したり
できるようになってきた。また，友だちの考え
を想像したり自分の考えと比較して意見を言
ったりする子も増えてきた。その結果，数の見
方が豊かになってきたようである。

反面， どのような学習課題を設定するかとい
うことが課題として残った。どのような学習課
題を設定するかによって子どもたちの活動が大
きく左右された。今後どのような学習課題を設
定するか考えていく必要がある。
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